
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8月は会員増強・新クラブ結成推進月間 

 

本日のプログラム 

  点 鐘 

 

  国歌斉唱        君が代 

  ロータリーソング    奉仕の理想 

              四つのテスト 

   

  ビジター紹介 会長挨拶  

  出席・スマイル報告    

  委員会報告 

  理事会報告 幹事報告  

  職業奉仕セミナー報告   関谷泰久君 

   

卓話者紹介       幹事 加藤健治君 

  卓話  前衆議院議員  阿知波吉信様 

      「頑張ろう 多治見！」 

 

  点 鐘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卓話者のご紹介 

阿知波吉信様 

土岐市駄知町生まれ。岐阜県立多治見北高等学校卒

業後、早稲田大学政治経済学部に進学大学卒業後郵

政省に入省。砺波郵便局長などを歴任。通信白書の

1994年版と 1998年版執筆を担当した。異業種交流

で産経新聞に出向し、橋本龍太郎の番記者も務め

た。 ミシガン州立大学大学院に留学するために渡

米。この間ワシントンにある国際通信経済研究所の

事務所を訪ねた。2009年 8月、第 45回衆議院議員

総選挙に民主党公認で岐阜 5 区から出馬し初当選

した。 

着信書類 

・多治見少年少女合唱団より 

    地球村コンサート 8月 8日（水）18時 

・地区大会案内 10月 13日（土）14日（日） 

    長良川国際会議場 岐阜都ホテル 

・夏季休暇のお知らせ 

 ガバナー事務所 地区事務所 エレクト事務所 

    8月 13日（月）～15日（水） 
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会 長 挨 拶    齋藤 明 

ポリオ撲滅 

会長に就任して、早いもので１ケ月が経過いたし

ました。７月の天候は、前半は豪雨で西日本の方た

ちに多大な被害が出ました。中旬以降は、猛暑の連

続で、多治見市は４０度以上が２回も記録され、某

市では、日本一の気温 ４１．１度を記録、最後は、

台風の直撃と命にかかわる気候の１ケ月でした。 

さて、７月２１日にロータリー財団の研修があり、

ポリオについて、講演・説明を受け勉強をしてまい

りました。ロータリーは、１９８５年より、ポリオ

撲滅を目指して世界に貢献、この間、ボランティア 

２０００万人 ・ 予防接種を受けた子供 延２５

億人・予防接種を行っていなかったら障害になって

いた子供の数 推定５００万人 ・ ビタミン剤等

食の補助で救われた人数 約１５０万人と、天文学

的な援助を行ってきました。 ポリオが残る国は、

ナイジェリア・パキスタン・アフガニスタンの３ケ

国で、野生のポリオに感染する人も大幅に減少して

おります。 何年間かワクチンを新生児全員に投与

し、３年間発生ゼロで撲滅に近い状態となるそうで

す。 この様な取り組み、参加については、ロータ

リーの誇りであり、諸先輩のロータリアンの支援が

あってからこそ、出来た事と思います。 ポリオ撲

滅は残り０．１％であり、今後とも支援に手を差伸

べていきたいと思っております。 

8月の例会行事 

2 日 卓 話 阿知波吉信様  

「頑張ろう 多治見！」 

9 日 水野五郎ガバナー補佐訪問例会 

16 日 休会（お盆休み） 

23 日 お祝い例会   

例会場 点鐘 12:30 

30 日 木村静之ガバナー公式訪問 

 3 階大会議室 点鐘 12：30 

先週の記録 

● 出席報告 

会員数 34 名 出席免除者 6 名 出席義務者 28 名 

出席者 欠席者 出席率 

24 名 4 名 89.28％ 

 

メーキャップ 

 多治見 RC会長 河人正道君 

 多治見 RC幹事 河地勝彦君 

● スマイル報告 

 投函者 24名 金額 34,000円 

7月の 

お誕生日 

 

 

 

職業奉仕合同研修セミナー報告     

R情報委員長 関谷泰久 

7 月 29 日（日）、岐阜都ホテルにて、研修委員会・

情報委員会・職業奉仕委員会合同研修セミナーが開

催されました。副題として「服部芳樹パストガバナ

ーを偲んで」となっており、急逝された服部パスト

ガバナーの黙祷から、セミナーが始まりました。 

折から、直前には、東から西に抜けるという、異例

の台風が、2630 地区を直撃し、セミナーが中止に

なるかもしれないとのことでしたが、残念ながら？

予定通りの開催となりました。 多治見西 RC から

は、森田宏治君と私が出席させていただきました。

11：00 開会点鐘、昼食や休憩を挟んで、17：00 閉

会点鐘と長時間にわたる研修で、かなりハードでし

た。午前は、研修委員会担当で、生前の服部ＰＧと

親交の深かった「ロータリー語ときあかし辞典」を

書かれました、北川宥智様の講演。午後は、情報委

員会担当で、剱田研修委員会委員長の講演と 2800

地区（山形県）の直前ガバナーの鈴木一作様の講演、

コーヒーブレークを挟んで、職業奉仕委員会担当の

Ｑ＆Ａ及びフリートークという構成でした。各部門

の講演内容や、フリートークの内容などについて重

要ポイントなどを、ご報告すべきでしょうが、余り

にも内容が盛りだくさんで、当日の資料を読み返し

ても、自分の勉強不足を痛感し完全に消化不良です。

ただ、今年の齋藤会長、加藤幹事が言及して見えま

した、「ロータリーの目的」及び「四つのテスト」の

重要性は各講師の方が、折に触れ強調して見えまし

た。クラブの方向性として間違っていない、正しい

方向に進んでいるということを、確信したセミナー

でした。 


